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早いもので、第７期県環境アドバイザーの登録期間が、３月３１日をもって終了します。これまで、長い

方で２年間、環境アドバイザー事業にご理解とご協力を賜り、本当にありがとうございました。ここに改め

てお礼申し上げます。

県では引き続き第８期（登録期間：平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日）の環境アドバイザーを

募集いたします。現役の環境アドバイザーの皆様には、ぜひ再登録をお願いいたします。これまで以上に、

環境に関する情報提供や研修会などを企画開催する予定です。また、ご家族やご友人など、周りの方にも制

度についてお話しいただければ幸いです。新しいメンバーが加わることによって、さらにこの制度が充実し

たものになっていくものと確信しています。

登録については、２月下旬にお送りした「環境アドバイザー募集チラシ」の登録用紙を郵送またはFAX

してください。申請用紙については、群馬県ホームページからダウンロード可能です。また、「ぐんま電子

申請等受付システム」からも登録できます。

皆様の再登録を心よりお待ちしております。

去る２/８（日）午後、県庁ビジターセンターにおきまして、環境政策課職員である北角主任（気象予報

士）による「千年の気候も一日の気象から ～天気予報のウラ側伝えます」と題した第２回全体研修会を開

催しました。当日は、上州名物空っ風が吹き荒れる中、３０名を超える環境アドバイザーの皆様にご出席い

ただき、講演に熱心に耳を傾け、講師への質問も積極的になされました。

講演では、皆さんの日常生活にすっかりとけ込んでいるテレビの「天気予報」について、そのウラ側の話

や、地味だけどとてもたいせつな観測現場、典型的な天気図と群馬県の天気、歳時記のミニ知識などについ

て、紹介がありました。

今回の講座を通して、一人でも多くの方に気象や天気予報に興味・関心を持っていただければと思います。

気象予報士は誰でも受験可能ですので、ぜひチャレンジして下さい。

なお、研修の概要については、３ページに掲載していますのでご参考まで。

研修の様子 熱心な質問タイム 気象庁マスコット「はれるん」

環境政策課からのお知らせ

新規・県環境アドバイザーを募集します。ぜひ再登録を！

第２回全体研修会を開催しました（2/8日） 



日時：平成２１年２月８日（日）１３：３０～１５：４０

場所：県庁２階ビジターセンター

講師：北角友和（県環境政策課職員，気象予報士）

講演：「千年の気候も一日の気象から ～天気予報のウラ側伝えます～」

出席者：県環境アドバイザー３５名ほか

Ⅰ．身近な気象のことば

① 気象注警報の基準、天気予報の時間表現、暑さ・寒さの目安（真夏日、冬日等）の紹介。

② 雨の降り方と災害の関係：総雨量がその土地の年間降水量の１割を超えると要注意等。

③ 館林はなぜ暑いのか：内陸で比熱小さい、都市部の熱が運ばれる、観測地点だから等。

Ⅱ．気象観測の現場から

① 前橋地方気象台における観測：降水量、気温、風向風速、積雪深、初氷、桜開花 など。

② アメダスにおける観測：県内や関東地方における観測地点の紹介等。

③ 気象レーダーや気象衛星「ひまわり」の観測方法の紹介。

Ⅲ．群馬の気象特性

① 南部平野部は、夏は高温で冬は乾燥した晴天。北部山岳部は、冬の降雪が多い。

② 気象注警報の細分区域の紹介。平成２２年度から、市町村単位での発表を予定。

Ⅳ．典型的な天気図と群馬の天気

① 季節ごとの典型的な天気図において、特徴的に現れる群馬県の天気を紹介。

② 台風進路図の正しい見方や、台風報道における注意点等を紹介。

Ⅴ．天気予報のお約束

① 似て非なる言葉：雹と霰（直径で区別）、霧と靄（視程で区別）と霞（非気象用語）。

② 降水確率の意味するところ、「時々」「一時」「所により」の使い分け。

③ 二十四節気、陰陽五行説、ケプラーの法則など暦にまつわる“トリビア”を紹介。

Ⅵ．気象予報士になるには

① 受験資格はなし。誰でも受験することができる。

② 合格率は約６％、これまでに約７，０００名が気象予報士に。県内は約８０名。

③ 年２回（１月と８月）実施。学科試験（一般・専門）と実技試験で構成。

気象庁ホームページ http://www.jma.go.jp

前橋地方気象台ホームページ http://www.tokyo-jma.go.jp/home/maebashi/

第２回全体研修会の概要



森・川・海、これに雲を加えると地球上の水循環がつながってくる。森は海の恋人という言葉に代表されるように

森と海のつながり、生態系の相互依存は自然環境に関心があれば知らない人はいないであろう。昨年 11 月に佐世保

で「国民参加の森林づくり」シンポジウムが開催された。テーマは「森と海のつながりを考える」であった。遠隔地

の開催なので聴講できなかったが、その後の報告記事によると、あるパネリストが森・川・海ではなく森・里・海と

いう見方を提示していた。川は単なる水路ではなく、森と海の間に介在する人の生活と密接に結びついている。人の

生活思想次第で生態系の豊かさは大きく変わってしまうと言うことを伝えていた。

大きな課題をかかえているけれども、農山村と都市の関係も上記の「里」の一部である。昨年の自然環境部会の行

事は大半が高山村の共有林と菜の花関連の行事だった。高山村の一部の有志から貴重な提案や指導、活動場所の提供

をして頂いたお陰で実施できた。都市で生活する人が盛り場で余暇を過ごし、農山村は孤立して過疎化いくという状

況は最悪のシナリオと言える。都市で生活する人々が意識に温度差はあったとしても、自然回帰を進め、農山村の人々

と知識や経験の共有部分を増やしていく。温暖化防止もこのような流れが背景に無ければ成果は見込めない。自然環

境部会の行事の背景にはこのような思いがこめられている。

環境に関連する講演会や講習会は中毒になるほど多く紹介されている。しかし、知識や手法を習得するだけでは自

己満足で終わってしまい社会的に意味がない。農業や林業のつらい作業やその後の達成感も、実際に体験することで

知識・経験をより確かなものに高められる。それがなければ、環境アドバイザーとして自信をもって行動することも

できない。

次年度も高山村関連の行事を企画しているが、単なる研修だけではなく僅かながら労働の領域まで活動範囲を広げ

たい。谷川連峰や武尊山を望む高原に森を育て、菜の花を栽培する道筋はできたが、このような活動は持続性が大切

な要素となる。それだけで複雑な問題を解決できる筈もないが、現状の問題点を都市と農山村で共有することで、次

にどうするか、ささやかでも実現の可能性が高い方策を考える下地にはなる。

その際、広域から多人数を集める企画は活動の持続性、温暖化防止の観点から問題がある。比較的、高山村に近い

方々が活動の主体になることが望ましい。その意味では群馬県内の数個所にこのような活動拠点を設けたいと考えて

いる。各地域で活動している団体に期待する。

（自然環境部会 飯塚 紘一）



環境アドバイザー制度は平成4年10月に県が県民から環境問題に関する諸々の意見を受入れ

るため設立しました。スタートは市町村推薦の方式を取りましたが4年後の平成8 年に現在の

一般公募・自主登録制に切り替わりました。そして平成9年11月には群馬県環境アドバイザー

連絡協議会が発足しました。

広報紙も平成10年 8月第1号を発刊して今回で第39号になりました。環境の温暖化防止

は一国や先進国だけでなく、地球規模で考え始めたのは平成4 年6 月にブラジルで開催された

地球サミットの成果を踏まえ平成5年11月19日に環境基本法が制定されてからだと思います。

我ら環境アドバイザーは県の環境政策課の募集に呼応して集まった。しかし群馬という大きな自然環境の中で、如何にし

て県民の方々に現在の環境をそして未来の群馬をどのようにしていくかを我々が見本を示さねばならない。

会員は個々の学習を伸ばして行くと共に実践が重要である。

広報部は会員相互の活動報告と、まだ活動してないが温暖化の問題に興味を持ち機会があれば参加したい方々に、その方

法を伝授し援助する使命があります。

現在、「自然環境部会、温暖化エネルギー部会、ごみ部会、広報部会」の４部会があり、それぞれに活動していますが会員

はどの部会に参加してもOKですし、併部しても可能です。

広報部は現在12名の部員でグリーンニースを年間４回（３，６．９，１２月）発行し、会員や必要部所に無料で配布し

ています。またインターネット・ホームページ「ぐんま環境アドバイザーネット」でも情報提供しています。

この皆さんの原稿は会員相互の活動内容を知ってもらうだけでなく、広く県民や他県、全国に情報を流布してゆかねばな

りません。

この為にも、広報部会が中心となり環境に関する原稿をみなさんにお願いして一人でも多くの方々に読んでいただくこと

を旨としています。 （広報部会 原田 邦昭）

（小水力発電）

この学習会は1月31日（土）高崎市西公民館において群馬県地域環境学

習推進事業として、温暖化・エネルギー部会のメンバーが企画し、開催しま

した。

１３：００から公民館前の長野堰に設置した係留イカダ型マイクロ流水発

電機が回り、LED(発光ダイオード)を点灯させる実証実験を見学しながら、

「地域の個性を生かした町づくり研究会」代表の中嶋宏さんの話を聴きまし

た。この発電機は、ほとんどの企業が小さな発電機開発には興味を示さない

中、唯一話を聴いてくれた（有）オンウェーブと共同開発されました。そよ

そよと流れる流水（1m/s）程度から発電し、直流から交流に変換し、12V

バッテリーに充電します。固定されずイカダの様に水に浮いているので水位変動や流れてくるゴミにも対応ができます。街

路灯や山奥の鳥獣防御柵の電気を遠方から引いてくるのではなく、近くで発電できないか提案したり、環境イベントなどで

の学習教材としての活用が考えられています。

１４：００前からは群馬県企業局発電課 地域エネルギー室長の八木雄市さんの講演が行われました。企業局が発電を行

う意義や、小坂子、下久保第二など県営のマイクロ水力発電事例の紹介、水力発電開発が難しくなっている中、なぜマイク

ロ水力発電の建設が進むのかを知ることができました。「我々水力発電事業者にとっては、雨は天からお金が降ってくるのと

同じです。」という講師の八木さんの言葉が良く理解できました。

最後に群馬県企画課科学技術振興室の上石洋一さんから群馬県地域新エネルギー詳細ビジョンの説明をしていただきました。

（エネルギー部会 草場 史子）



群馬県環境アドバイザー太田支部は 20 年度環境学習会を地球温暖化問題の学習に取り組もうと「豊かな地球環境

を次世代に引き継ぐために」と平成20年9月25日太田市地域環境学習推進事業を開催した。

つくば市の独立行政法人宇宙航空研究開発機構・筑波宇宙センターと国立環境研究所・地球環境研究センターの体

験学習を実施した。参加者はアドバイザー会員と地域の環境ボランテイア会員及び一般市民でした。

宇宙 センター では地球 の気候変 動に関す る、温室 効果ガス を観測す る衛星 GOSAT

（GreenhouseGasesObservingSatellte）月周回衛星「かぐや」陸域観測衛星「だいち」や最近お馴染みの日本人

初の有人施設である研究実験棟「きぼう」の実物大模型の中に入り体験ができました。

持 続 可 能 な 明 日 の た め に 日 々 活 動 貢 献 し て い る 世 界 水 準 の 宇 宙 衛 星 技 術 の

JAXA(JapanAerospaceExplorationAgency)を理解することが出来ました。

国立環境研究所の前身は国立公害研究所（1974年設立）で、地球規模の環境問題を総合的に取り組む機関として

1990年新設されました。

人類が地球環境に及ぼす影響を科学的に解明し、的確な環境保全対策を講ずるための基礎づくりの研究を多岐に渡り

実施しているとのことです。

脱地球温暖化社会実現への道筋として今回の体験学習は、自動車から排出される有害物質の量を様々な条件のもと

で測定出来る施設「低公害車実験施設」世界でも類を見ない初期拡散後の排ガスサンプリング方法や太陽光発電装置

搭載の自動車性能テストの説明を受けた。

「循環・廃棄物研究棟」は廃棄物の資源化や熱処理に関する各種プラント実験設備で、資源が有効に利用され、廃

棄物が少なく、環境負荷が出来る限り少なくなる研究を行っていた。研究所は23ヘクタールの広大な敷地に20も

の研究棟に常時 800 人が研究活動を行い、また北海道から沖縄まで、観測のための特別のステーションを設け、温

室効果ガス濃度などを常時測定しているとのことです。

参加者は最高の施設や設備での研究に驚きながら、身近に体験学習でき最新最高の情報を会得し、今後の地域の活

動に生かすでしょう。

今回の事業は太田市環境政策課の後援で市有バスを利用し、高崎、前橋からも参加、車内で各地区の環境団体から

日常の環境活動などの発表があり、和やかに貴重な地域環境学習が出来ました。

（太田地区 幹事 久保田 文三）



「殖蓮地区自然環境を守る会」では家庭でのサケの孵化飼育放流事業を約２０年前から実施しています。１２月に

受精卵を配布し、子供達は孵化を観察し、約３ヶ月飼育した後、近くの川へ一斉放流します。

その間 子供達に多くの感動と気付を与える事ができます。

また、サケは３－４年間太平洋を周遊して、産卵のため放流された川へ戻ってきます。利根大堰で遡上数を調査し

ていますが、２０年度は５８３１匹の新記録を達成しました。１１月には子供達と深谷地区の川岸で産卵しているサ

ケを多数観察することが出来ました。懸命に生きてきた姿には感動します。

自然保存派からは生態系を乱す人為的な放流はもうすべきでないとの主張も聞かれます。しかし、自然との関わり

が極端に少ない現代社会で成長期の子供の心（命･愛・別れ・生死）・人格形成のためには生物とのふれあいが重要で

す。

心・環境・理科教育の重視が叫ばれていますが、これらは教室の中で教科書をみて学ぶものではなく、自然の観察・

体験する事で感動・気付き・考えさせる事が教育のスタートだと思います。放流する河川の汚れ、日常生活との関係

に気付き調査学習を始める子供もいます。

サケの孵化放流事業は健全な子供育成のために非常に有効な手段です。

地域の子供達にこうした機会を与えてやる事が大人の役割ではないでしょうか。この事業は県下各地で行われてい

ます。希望者は連絡下さい。

（伊勢崎地区 幹事 下城茂夫）

8年前、子育てグループとして活動をしていました。母親同士、たわいない話しか

ら子育ての悩みや家族の事など中心に話していました。子ども達に何が必要で何を教

えたいか残したいか。自分の子ども以外にも目が向いて、食・自然など環境に関する

事に思いが深くなり、今の私達に何が出来るのか？出来る事は何か考えよう！と「マ

ンマの会」として活動を始めました。

はじめは残った布を使って手甲やエプロン・袋・お手玉・などを作りましたが今あ

る物をそのままの型で使ってもらいたいと思い、子供服、おもちゃ、育児用品のバザ

ーをしました。今ではそれに加えて廃油の回収、石けん作り・マイバックの推進など

をしています。

研修会に参加すると、本当にその事がＢｅｓｔなのか？もっと根の深い所で取り組むべきではないかと思います。

「今の私に出来る事は何か？」と考えれば・・・

「人に伝える事」でしょうか。

これからも研修会や地区行事に参加しながら楽しく仲間と活動して行きたいと思っています。

（利根沼田地区 幹事 金井 千栄子）



（情報・話題・連絡・お知らせetc．）

◎表紙写真 福寿草

福寿草は名からして中国渡来のようだが、れっきとした我が国自生の多年生草です。

本現在の安中市松井田町の木馬瀬（ちませ）地区に県下最大といわれる福寿草の群生地があります。昭和６２年に

松井田町の天然記念物に指定されたそうですが、こんな伝説があるそうです。

「幕末の偉人、小栗上野介が勘定奉行を罷免され、領地の権田村（現、高崎市倉渕町権田）へ向かう途中、木馬瀬に

幕府の軍用金を埋めた。この黄金が日の目を見ることなく地中に埋もれていることを悲しみ、地上に萌え出して黄金

色の花を咲かせている。」そうです。

◎レジ袋有料化

この件は前号でも扱っていますが、「レジ袋の有料化を推進しよう！」のチラシに グリーンコンシューマー群馬

ネットに加入団体の他、前橋市消費者団体連絡会を含め１１の団体が名を連ねました。

チラシを必要とされる方は５０部単位で申し出ください。

また、大沢知事宛に「レジ袋有料化に関する提言」をグリーンコンシューマー群馬ネット代表（国峰 溌子）名で行

っています。


